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研究代表者はほ乳類の生殖を制御する分泌因子を精力的に研究しており、雄の生殖路で機能する分泌

シグナル伝達「ルミクリン」を見出し、精子の成熟と雄の生殖能力に必須であること、その分子実体が

分泌蛋白質 NELL2 と NICOL であることを報告した（Kiyozumi et al., Science. 2020; Kiyozumi et al., Nat 

Commun. 2023）。現在 NELL2 や NOCOL の機能解析を進めているが、組換え蛋白質の収率の低さや分子

としての均一性の低さが問題となっている。そこで本研究課題では蛋白質有機化学研究室・北條裕信教

授との共同研究により、NICOL を化学合成し、また化学構造が自明で高純度な合成標品を用いることで

NICOL の分子機能や生殖能力の制御において果たす役割を明らかにする。 

本年度は成熟型のマウス NICOL 蛋白質の全長を化学合成し精製した。これをさらに適切な溶媒条件

でフォールディングさせたところ複数のフォールディング収束体を得たが、そのうちの一つが組換え蛋

白質の NICOL と同等の分子活性を再現することを見出した。 


